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The discharge characteristic of a cut dry cell 




In this study an experiment was carried out in order to demonstrate the electrical characteristic 
(discharge characteristic) of cut up dry cells.  The electromotive force does not become half the original, even if 
the two electrodes of a dry cell are cut about in half.  In the case of a button type battery, the electromotive force 
was almost equal to the original value of the uncut dry cell, even if the electrodes were cut about in half.  In the 
case of the R6 dry cell, cutting the electrodes about in half decreased the electromotive force by ～20%.  The 
electromotive force changes depending on the situation, for example, when part of the two electrodes of an R6 dry 
cell are cut off.  In the case of the dry cell in which the positive electrode remained, the electromotive force greatly 
decreased to about 25% or less then the strength of the electromotive force of the untreated.   
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（1）単 3 形乾電池 
 図 3 に測定例を示す．切断前に 1.377 V であった乾
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図 3 単 3 乾電池の放電特性測定例(縦方向切断) 
 
測定前に比べて終了時におけ E の大きさは，A0
（1.44 V→1.09 V，24.37％減），A2（1.2 V→0.55 V，
54.2 %減），A1（1.04 V→0.3 V，71.1 %減）となった．
ちなみに，R を接続しないで 48 時間大気中に自然放
置した場合は，A0（1.44 V→1.334 V，7.4 %減），Ａ1
（1.2 V→0.077 V，93.6 %減），A2（1.04 V→0.064 V，
93.8％減）となった． 
 以上ように，電極を含めて縦方向にほぼ半分に切
断した単 3 乾電池は，1）未処理のものに比べて E が
2，3 割小さくなる，2）10Ωの抵抗を接続した放電特
性では，端子電圧 E の減少割合が未処理のものに比
べて約 2 倍大きくなる，3）R を接続しない状態で切




 図 4 に測定例を示す．図 4 を見ると単 3 形乾電池
に比べて端子電圧Eの減少速度が速いことがわかる．
約 0.1 V まで減少するのに，試料 B0 では約 30 分，切
断した試 B1，B2 では約 10 分かかったが，単 3 形乾
電池の場合，試料 A2 で約 250 分，試料 A1 および試
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が図 3 と図 4 における特性の違いの原因であるとい
える． 
 各試料における E の減少は，B0（1.586 V→1.517 V，
4.4 %減），B1（1.567 V→1.223 V，22 %減），B2（1.566 
V→1.076 V，31.3 %減）となった．ちなみに，抵抗 R
を接続しないで 20 時間大気中に自然放置した場合は，
B0（1.586 V→1.583 V，0.2 %減），B1（1.567 V→0.427 
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図 4 ボタン型電池の放電特性測定例(縦方向切断) 
 
ｂ. 横方向に切断した場合（単 3 形乾電池） 
 図 5 に測定例を示す．未処理の試料 C0（18.06 g，
1.6 V），切断した試料Ｃ1（+11.17 g，1.48 V）および










料の結果を示す．重量 W（+g，-g）と短絡抵抗 R を
取り付ける前の E の大きさ E0，測定終了時（R あり）









0 50 100 150
測定時間ｔ（分）  
 







0 5 10 15 20
重量Ｗ（+g)  
 
図 6 重量 W（+g）特性 
 
まず，元の電池の正極が残る試料について見ると，
図 6 に示すように，W が約 5 g 以下になると E0 が大
きく減少するのがわかる．それ以上では，W が増加
切断した乾電池の放電特性（櫻井） 
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すると緩やかにE0も増加する傾向が見られる．一方，
測定終了後の E120 を見ると、直線関係とは行かない




（図 7 参照），W が変化してもＥ0 の変化が少ないの
がわかる．測定終了後の E120 を見ると，図 6 と同様
に直線関係とは行かないまでも W と良い相関関係が
あるのがわかる．また，数値的にも図 6 の結果と類
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MnO2+H3O++e-→MnO(OH)+H2O   
（MnO2+H++ e-→MnO(OH)），        （1） 
 
MnO2+4H++2e-→Mn2++2H2O .           (2) 
 





 以上のように 10 Ωの抵抗を接続させて消耗させた






















後の E0 の大きさと W の関係は，負極が残った試料










子電圧 E0 の特性において重量 W には関係なくほぼ
一定である原因を明らかにすることである．また，
小学校 3，4 年の単元の内容を踏まえ，本研究の内容
湘南工科大学紀要 第 50 巻 第１号 






13 章，pp.157-159 (放送大学振興会，2002). 
2) 菅井啓之：理科の教育，59（690），p.9 (2010). 
3) 辻本昭彦：理科の教育，61（724），p.19 (2012). 
4) 森本信也, 八嶋麻里子：子供が意欲的に考察する 
理科授業小学校 3 年，pp. 84-99 (東洋館出版社， 
2009). 
5) 森本信也, 八嶋麻里子：子供が意欲的に考察する 
 理科授業 小学校 4 年，pp. 106-121 (東洋館出版 
社, 2010). 
6) 日置光久：個に応じた理科指導の展開/小学校 3 
年, pp.81-98 (東洋館出版社, 2003). 
7) 日置光久：個に応じた理科指導の展開/小学校 4 
年, pp.85-100 (東洋館出版社, 2003). 
8) 文部科学省：小学校の指導要領（平成 10 年 12 月 
公示、15 年 12 月一部改正）第 4 節理科 (2012). 
9) 松山勉：初等理科教育，46（12），p.49 (2012). 
10) 澤柿教淳：初等理科教育，46（12），p.52 (2012). 
11) 苅谷剛彦, 志水宏吉：学校臨床社会学,  
pp.166-168 (放送大学振興会，2003). 
 
 
 
